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先進諸国の政治経済分析の体系的・包括的習得を目的とする。まず、戦後政治経済の国際・国内的特徴を基軸のアメリカ自由市場政治経済からの「偏差」として理解し、次いで、経済国際化の下、多様な政治経済が直面する政治・政策適応課題を分析する。理論的には、区分が無意味化している国際政治経済と比較政治経済の積極的統合、政治経済の先端的理論動向の把握、特異な日本の事例の含意発掘の３点をめざす。特に、変動相場移行と資本移動自由化以降、インフレ低位収斂、財政均衡及び高失業率容認の要請下、先進諸国では為替政策と金融政策、資本自由化と金融制度改革、貿易・投資政策と産業政策は分離不可能のものとなったと思われるが、このような状況下、多様な先進諸国政治経済が直面する政治・政策課題を概観する。この際、低成長と失業漸増の中、財政事情を悪化させ、金融健全化・国際化に失敗しながら経済外交を展開した９０年代日本の特異事例の理論的含意も検討する。
４単位科目として運営する。教材は当方でマスターコピーを用意する。教材の内容・論点を質問しながら講義・討論をする形式で進める。日本の事例については適宜補足する。第一回に詳しいシラバスを配布するがhttp://web.iss.u-tokyo.ac.jp/~hiwatari/からダウンロードできるようにもする。単位認定はゼミ出席とテークホーム試験による。
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